
ユニバーサルフォワーダでの高いCPU消費

適用性

Splunkエンタープライズ  

説明

WindowsイベントI/O操作を処理するWindowsホストプロセスの予期しないアクティビティにより
、CPU使用率が常に10% ～ 30%に保たれていることが確認されています。ユーザは、エンドポ
イントのユーザエクスペリエンスの低下について苦情を訴えています。 
 
splunk-PowerShellプロセスが、開いているPowerShellパイプラインに継続的に書き出しているこ
とがわかります。

 

調査

次のイベントの発生：  

Event 4103CommandInvocation(Out-Null): "Out-Null"CommandInvocation(Out-Null): "Out-Null"

 
 

Event 4103CommandInvocation(Start-Sleep): "Start-Sleep"ParameterBinding(Start-Sleep): name="Milliseconds"; value="200"

 
 
このような200ミリ秒のスリープ状態とイベントログが続くと、EventLogサービスのCPUの消費
量が高くなります。  

解決方法

少数のマシンでSplunk親PS1コード$SPLUNK_HOME\bin\splunk-powershell.ps1を変更し、次の
コードを置き換えました。 
 

 

if($disposedNow -eq 0){start-sleep -m 200}



 

テストでの値が大きい場合：250000 ms（～ 4分） 
 
 
その後、CPUは安定していました。



翻訳について
シスコは世界中のユーザにそれぞれの言語でサポート コンテンツを提供するために、機械と人に
よる翻訳を組み合わせて、本ドキュメントを翻訳しています。ただし、最高度の機械翻訳であっ
ても、専門家による翻訳のような正確性は確保されません。シスコは、これら翻訳の正確性につ
いて法的責任を負いません。原典である英語版（リンクからアクセス可能）もあわせて参照する
ことを推奨します。


